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今年（８月）
昨年（８月）
昨 年 比
19 年 累 計

火災
0
0
±0
2

救急
48
47
＋1
311

平成19年度出動件数

平成19年8月31日現在
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ソラマメ、エンドウの秋まき栽培は春先の晩霜により作柄が左右されるので、栽培する場所や種まき時
期を早めないように注意する。今回は春に収穫するソラマメとエンドウの栽培ポイントについて解説します。
１．栽培のポイント
◎豆類は連作を避ける。同一場所で連作すると生育が悪くなる（いや地）。
◎乾燥、過湿を嫌い、良く肥えた土壌を好む。◎酸性土壌を嫌う（苦土石灰等の施用が必要）

２．品種と作型
盧ソラマメ品種：稜西一寸（３粒莢率が高く、多収、５月中旬頃に収穫）

サヤエンドウ：莢
さや

の平たい時期に収穫する莢
さや

エンドウ、莢
さや

ごと食べる丸莢
さや

のスナップエンドウ、実
を食べる実エンドウがあります。
盪作　型

３．栽培管理
盧播種、植え付け間隔
【ソラマメの育苗】種が腐りやすいので、直播よりも苗を植える方がよいでしょう。小さいビニール
ポット１鉢に１粒おはぐろを下に、１／４を表面に出して種をまきます。
発芽後、本葉が２枚のころ、うね幅180cm、株間60cmの間隔に植えます。畝にシルバーマルチをす
るとウイルス病（アブラムシ）の予防ができます。
【エンドウの種まき】うね幅180cmに株間20～25cm間隔に２粒ずつ１条に直にまきます。
盪施肥、定植後管理
ソラマメ、エンドウともに植え付けの２週間前に10裃あたり苦土石灰１kg、堆肥10kgを施用して耕うん

します。その１週間後に10裃あたり高度化成肥料500gを施用して耕うん後、上記の幅でうねを作ります。
ソラマメは本葉が５枚程度の時期に苗の先端を摘心し、株元から次々と芽が出てくる強い芽を１株

に６本から８本残して他は摘除します。残した茎は花に光が充分当たるようにうねの両端にひもなど
で誘引すると着莢、３粒莢率が向上します。誘引できないときは、株が開くように中心に土を載せて
株を開かせます（図２参照）。エンドウはつるが伸び始めたら、ネット（目合いの大きいもの）や竹
（枝付き）を利用してつるの誘引を行います（図３参照）。

追肥はソラマメ、エンドウともに着莢が確認できたら化成肥料を少量株の外側に施用する。（３月下旬頃から）。
蘯収　穫　ソラマメの収穫は莢が下に垂れ下がり、莢の縫合部分を縦につまんで硬ければ適宜収穫し
ます。エンドウはサヤエンドウ（平サヤ）は実が目立つ前に収穫します。収穫遅れは皮が硬くなるの
で早めに収穫します。
盻病害虫防除　ソラマメのアブラムシ、赤色斑点病、エンドウのうどんこ病、ハモグリハエの被害の
発生が多いので早めに防除します。薬剤は指導機関の指導を受けてください。




